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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周方向に連なって配置された複数のローラ（４）を支持する第１リム（２）を備え、こ
れらの各ローラ（４）は、第１リム回転軸心（２４）に対して傾いたローラ回転軸心（３
８）を中心として回転自在に取り付けられており、
　第２リム（３）が、前記第１リム（２）とともに、共通の駆動シャフト（３３）を介し
て駆動可能であり、
　前記第２リム（３）は、周方向に連なって配置された複数のローラ（４）を支持してお
り、これらの各ローラ（４）は、第２リム回転軸心（２５）に対して傾いたローラ回転軸
心（３８）を中心として回転自在に取り付けられており、
　前記第２リム（３）は、前記第１リム（２）と当該第２リム（３）との間の限定された
相対運動を可能にするように形成された制動手段（７）を介して、前記第１リム（２）に
接続されている、メカナムホイールにおいて、
　前記制動手段（７）が、前記第１リム（２）と前記第２リム（３）との間の制動され、
限定された相対運動を、周方向、メカナムホイール回転軸心（９）に直交する方向、前記
第１リム回転軸心および／または前記第２リム回転軸心（２５）に直交する方向、ならび
に相対的に傾斜する方向のうちの少なくとも１つの方向において可能にするように形成さ
れていることを特徴とする、メカナムホイール。
【請求項２】
　請求項１に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記制動手段（７）が、前記第１リム（２）および／または前記第２リム（３）に連結
固定された、エラストマー製の少なくとも１つの制動要素（１３，１４）を含むことを特
徴とする、メカナムホイール。
【請求項３】
　請求項２に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記制動手段（７）が、前記少なくとも１つの制動要素（１３，１４）を支持する支持
部材（８）を含むことを特徴とする、メカナムホイール。
【請求項４】
　請求項３に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記支持部材（８）が、複数の延設部（３９）を介して前記制動要素（１３，１４）に
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係合していることを特徴とする、メカナムホイール。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記第１リム（２）の少なくとも１つのローラ（４）および／または前記第２リム（３
）の少なくとも１つのローラ（４）が、互いに独立して回転自在に取り付けられた少なく
とも２つの部分ローラ（５，６）を有していることを特徴とする、メカナムホイール。
【請求項６】
　請求項５に記載のメカナムホイールにおいて、
　ローラ（４）の２つの部分ローラ（５，６）が、部分ローラ対を形成しており、当該部
分ローラ対の部分ローラ（５，６）が、これら部分ローラ（５，６）間に設けられた支持
体（１９）に保持されていることを特徴とする、メカナムホイール。
【請求項７】
　請求項６に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記支持体（１９）が、前記部分ローラ（５，６）内に延在しており、さらに、各側に
延出する支持体延出部を有しており、各支持体延出部は、それぞれ自由端部を有すること
を特徴とする、メカナムホイール。
【請求項８】
　請求項６または７に記載のメカナムホイールにおいて、
　部分ローラ対の部分ローラ（５，６）が、同一の仮想的なローラ回転軸心（３８）を中
心として、または、相対的に傾いた異なるローラ回転軸心（３８）を中心として、互いに
独立して回転自在であることを特徴とする、メカナムホイール。
【請求項９】
　請求項６から８のいずれか一項に記載のメカナムホイールにおいて、
　部分ローラ対の部分ローラ（５，６）が、相異なる表面構造および／または相異なる表
面材料を有することを特徴とする、メカナムホイール。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか一項に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記第１リム（２）のローラ（４）と前記第２リム（３）のローラ（４）とが、相異な
る表面構造および／または相異なる表面材料を有することを特徴とする、メカナムホイー
ル。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか一項に記載のメカナムホイール（１）を少なくとも１つ備
えた車両であって、
　当該メカナムホイール（１）に、メカナムホイール回転軸心（９）を中心として当該メ
カナムホイール（１）を駆動する駆動部（２６）が割り当てられている車両。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の車両において、
　前記メカナムホイール（１）に、支承アーム（３０）が割り当てられており、この支承
アーム（３０）は、前記メカナムホイール回転軸心（９）から離間したねじり軸心（ＴＡ

）を中心として、限定された角度範囲で、制動された回動が可能であり、および／または
、前記ねじり軸心（ＴＡ）に直交して延びる第２の支承軸心を中心として偏向が可能であ
ることを特徴とする、車両。
【請求項１３】
　請求項１１または１２に記載の車両において、
　乗用車両および／または多用途車両として構成されていることを特徴とする、車両。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３９】
　支承アーム３０には、インボード側のハウジングシェル３５を固定することができる。
このハウジングシェル３５は、組立後の状態においてメカナムホイール１を部分的に取り
囲む。さらに、インボード側のハウジングシェル３５には、アウトボード側のハウジング
シェル３６を固定することができる。これら両方のハウジングシェル３５，３６が、メカ
ナムホイール１を取り囲む。また、メカナムホイール１のローラが地面と接触できるよう
に、切欠き３７が開けられている。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
　［態様１］
　周方向に連なって配置された複数のローラ（４）を支持する第１リム（２）を備え、こ
れらの各ローラ（４）は、第１リム回転軸心（２４）に対して傾いたローラ回転軸心（３
８）を中心として回転自在に取り付けられており、
　第２リム（３）が、前記第１リム（２）とともに、共通の駆動シャフト（３３）を介し
て駆動可能であり、
　前記第２リム（３）は、周方向に連なって配置された複数のローラ（４）を支持してお
り、これらの各ローラ（４）は、第２リム回転軸心（２５）に対して傾いたローラ回転軸
心（３８）を中心として回転自在に取り付けられており、
　前記第２リム（３）は、前記第１リム（２）と当該第２リム（３）との間の限定された
相対運動を可能にするように形成された制動手段（７）を介して、前記第１リム（２）に
接続されている、メカナムホイールにおいて、
　前記制動手段（７）が、前記第１リム（２）と前記第２リム（３）との間の制動され、
限定された相対運動を、周方向、メカナムホイール回転軸心（９）に直交する方向、前記
第１リム回転軸心および／または前記第２リム回転軸心（２５）に直交する方向、ならび
に相対的に傾斜する方向のうちの少なくとも１つの方向において可能にするように形成さ
れていることを特徴とする、メカナムホイール。
　［態様２］
　態様１に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記制動手段（７）が、前記第１リム（２）および／または前記第２リム（３）に連結
固定された、エラストマー製の少なくとも１つの制動要素（１３，１４）を含むことを特
徴とする、メカナムホイール。
　［態様３］
　態様２に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記制動手段（７）が、前記少なくとも１つの制動要素（１３，１４）を支持する支持
部材（８）を含み、好ましくは、この支持部材（８）は、前記第１リム（２）と前記第２
リム（３）との間に設けられており、好ましくは、この支持部材（８）が、前記第１リム
（２）および前記第２リム（３）に共通の前記駆動シャフト（３３）に連結されているか
または連結可能であることを特徴とする、メカナムホイール。
　［態様４］
　態様３に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記支持部材（８）が、複数の延設部（３９）を介して前記制動要素（１３，１４）に
係合しており、好ましくは、当該延設部（３９）が、メカナムホイール回転軸心（９）と
平行に延びていることを特徴とする、メカナムホイール。
　［態様５］
　態様１から４のいずれか一態様に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記第１リム（２）の少なくとも１つのローラ（４）および／または前記第２リム（３
）の少なくとも１つのローラ（４）、好ましくは、すべてのローラ（４）が、互いに独立
して回転自在に取り付けられた少なくとも２つの部分ローラ（５，６）を有しており、好
ましくは、前記第１リム（２）のローラ（４）および／または前記第２リム（３）のロー
ラ（４）は、樽形状であることを特徴とする、メカナムホイール。
　［態様６］
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　態様５に記載のメカナムホイールにおいて、
　ローラ（４）の２つの部分ローラ（５，６）が、部分ローラ対を形成しており、当該部
分ローラ対の部分ローラ（５，６）が、これら部分ローラ（５，６）間に設けられた支持
体（１９）に保持されていることを特徴とする、メカナムホイール。
　［態様７］
　態様６に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記支持体（１９）が、前記部分ローラ（５，６）内に延在しており、さらに、各側に
延出する支持体延出部、特に、転がり軸受（２０，２１）をそれぞれ支持する支持体延出
部を有しており、各支持体延出部は、それぞれ自由端部を有することを特徴とする、メカ
ナムホイール。
　［態様８］
　態様６または７に記載のメカナムホイールにおいて、
　部分ローラ対の部分ローラ（５，６）が、同一の仮想的なローラ回転軸心（３８）を中
心として、または、相対的に傾いた異なるローラ回転軸心（３８）を中心として、互いに
独立して回転自在であることを特徴とする、メカナムホイール。
　［態様９］
　態様６から８のいずれか一態様に記載のメカナムホイールにおいて、
　部分ローラ対の部分ローラ（５，６）が、相異なる表面構造および／または相異なる表
面材料を有することを特徴とする、メカナムホイール。
　［態様１０］
　態様１から９のいずれか一態様に記載のメカナムホイールにおいて、
　前記第１リム（２）のローラ（４）と前記第２リム（３）のローラ（４）とが、相異な
る表面構造および／または相異なる表面材料を有することを特徴とする、メカナムホイー
ル。
　［態様１１］
　態様１から１０のいずれか一態様に記載のメカナムホイール（１）を少なくとも１つ備
えた車両であって、
　当該メカナムホイール（１）に、メカナムホイール回転軸心（９）を中心として当該メ
カナムホイール（１）を駆動する駆動部（２６）、好ましくは電気駆動部が割り当てられ
ている車両。
　［態様１２］
　態様１１に記載の車両において、
　前記メカナムホイール（１）、特に、前記メカナムホイール（１）の前記駆動部（２６
）に、支承アーム（３０）が割り当てられており、この支承アーム（３０）は、好ましく
はねじりばね要素（３４）により、前記メカナムホイール回転軸心（９）から離間したね
じり軸心（ＴＡ）を中心として、限定された角度範囲で、制動された回動が可能であり、
および／または、前記ねじり軸心（ＴＡ）に直交して延びる第２の支承軸心を中心として
偏向が可能であることを特徴とする、車両。
　［態様１３］
　態様１１または１２に記載の車両において、
　乗用車両および／または多用途車両として構成されていることを特徴とする、車両。
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